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吹
田
・
高
槻

田
尻
・
交
野

４医療費助成改悪ストップへ
協会の要請にこたえ意見書採択

　

協
会
の
要
請
に
こ
た
え

て
、
田
尻
町
議
会
が
25
日
、

吹
田
市
議
会
が
26
日
、
高
槻

市
議
会
・
交
野
市
議
会
が
29

日
に
「
大
阪
府
の
老
人
・
障

が
い
者
・
乳
幼
児
・
ひ
と
り

親
家
庭
の
４
医
療
費
公
費
負

担
助
成
制
度
見
直
し
中
止
を

求
め
る
意
見
書
」
を
採
択
し

た
。

　

吹
田
市
で
は
会
派
要
請
の

際
、
あ
る
議
員
か
ら
「
市
は

大
阪
府
の
い
い
な
り
で
進
め

て
は
い
け
な
い
」
の
声
も
出

る
な
ど
、
要
請
に
応
じ
た
会

派
で
は
協
会
の
趣
旨
に
概
ね

賛
意
を
示
し
て
い
た
。
ま
た

同
市
議
会
で
は
、「
４
医
療

費
」
と
と
も
に
、
協
会
も
参

加
す
る
吹
田
社
会
保
障
推
進

協
議
会
が
提
出
し
た
「『
大

阪
維
新
』
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
案
）
の
抜
本
見
直
し
を
求

め
る
意
見
書
」
も
同
日
に
採

択
さ
れ
て
い
る
。
田
尻
町
で

は
、
協
会
か
ら
要
請
し
た
意

見
書
が
そ
の
ま
ま
の
内
容
で

採
択
さ
れ
た
。

　

橋
下
知
事
の
『
大
阪
維

新
』
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
案
）
に

よ
る
と
４
医
療
費
助
成
制
度

の
削
減
は
、
窓
口
負
担
が

「
現
行
１
回
５
０
０
円
（
１

医
療
機
関
月
２
回
上
限
、
複

数
医
療
機
関
受
診
の
場
合
は

２
５
０
０
円
上
限
）
か
ら
、

１
割
負
担
（
月
２
５
０
０
円

上
限
は
維
持
）」
に
、
所
得

制
限
が
「
障
が
い
者
が
障
害

基
礎
年
金
か
ら
特
別
障
害
者

手
当
準
拠
へ
、
乳
幼
児
に
つ

い
て
は
児
童
手
当
特
例
給
付

か
ら
児
童
手
当
準
拠
」
に
強

化
さ
れ
、
来
年
度
か
ら
の
実

施
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

橋
下
「
改
革
」
に
対
し

て
、
医
療
・
教
育
・
文
化
界

か
ら
３
０
０
万
筆
を
超
え
る

署
名
が
集
ま
る
な
ど
反
対
運

動
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま

た
、
大
阪
府
の
第
２
回
「
福

祉
医
療
費
助
成
制
度
に
関
す

る
研
究
会
」
で
は
、「
患
者

負
担
が
増
え
る
一
方
で
、
シ

ス
テ
ム
改
修
な
ど
の
コ
ス
ト

を
費
や
す
こ
と
に
な
り
、
実

質
的
な
財
政
効
果
は
低
い
」

な
ど
の
反
対
意
見
も
強
い
。

今
後
、
９
月
府
議
会
で
『
大

阪
維
新
』
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
案
）
に
つ
い
て
議
論
さ
れ

る
。
医
療
費
助
成
改
悪
を
止

め
る
運
動
は
、
予
算
の
骨
格

が
決
ま
る
12
月
ま
で
が
一
つ

の
正
念
場
に
な
る
。
さ
ら
に

運
動
を
広
げ
て
、
府
民
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
要
で

あ
る
助
成
制
度
を
守
る
必
要

が
あ
る
。

　

９
月
13
日
に
開
い
た
第
17

回
理
事
会
で
、
協
会
は
10
月

か
11
月
に
投
票
と
い
わ
れ
る

総
選
挙
に
お
い
て
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
、
社

会
保
障
費
の
総
枠
拡
大
と
患

者
負
担
軽
減
、
歯
科
医
療
の

改
善
を
総
選
挙
の
争
点
の
一

つ
に
押
し
上
げ
て
い
く
運
動

対
策
を
強
め
る
こ
と
を
決
め

た
。

　

そ
の
た
め
、
10
月
２
日
の

国
会
要
請
行
動
で
、
地
元
選

出
国
会
議
員
に
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
廃
止
の
請
願
署
名

を
持
っ
て
協
会
の
要
求
へ
の

賛
同
を
広
げ
る
。
衆
議
院
選

挙
の
立
候
補
予
定
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
り
、
議
員
・
候

補
者
の
政
策
を
機
関
紙
で
会

員
に
知
ら
せ
る
。

　

日
本
歯
科
医
学
会
・
江
藤

一
洋
会
長
が
「
補
綴
を
外
す

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い

が
、
そ
う
し
な
い
限
り
歯
科

医
療
費
の
総
枠
を
拡
大
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
」「
保
険

外
併
用
療
養
費
な
い
し
は
自

費
の
部
分
で
活
路
を
見
い
だ

す
と
い
う
の
が
一
つ
の
考
え

方
」
と
補
綴
の
保
険
外
し
を

企
図
し
た
発
言
を
し
た
こ
と

に
対
し
て
、
理
事
会
は
「
患

者
・
国
民
の
願
い
に
背
く

『
補
綴
外
し
』
発
言
に
強
く

抗
議
す
る
」
声
明
を
採
択
、

江
藤
会
長
や
関
係
先
に
送
付

す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

橋
下
徹
大
阪
府
知
事
が

「
維
新
」
案
で
４
医
療
費
助

成
制
度
の
後
退
を
ね
ら
っ
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
、
協
会

は
８
月
・
９
月
の
市
町
村
議

会
に
見
直
し
反
対
の
意
見
書

採
択
を
働
き
か
け
た
。
９
月

19
日
開
会
の
９
月
議
会
か
ら

12
月
議
会
が
重
要
に
な
る
こ

と
か
ら
、
市
町
村
議
会
・
府

議
会
へ
の
要
請
を
続
け
な
が

ら
、
11
月
に
は
大
阪
府
と
の

直
接
交
渉
の
機
会
を
持
つ
。

　

指
導
・
監
査
体
制
の
強
化

や
施
設
基
準
な
ど
に
よ
る
歯

科
医
院
締
め
付
け
へ
の
対
抗

策
は
、
８
月
の
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
で
討
論
し
、
大
き
な
成

功
を
お
さ
め
た
。
こ
れ
か

ら
、
地
区
の
主
催
で
同
じ
趣

旨
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
。

　

社
会
保
障
拡
充
の
声
を
大

き
く
す
る
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
協
会
は
、
近
畿
単
位

で
社
保
協
や
労
働
組
合
、
高

齢
者
団
体
な
ど
と
一
緒
に
、

11
月
29
日
、
大
阪
・
本
町
の

御
堂
会
館
で
千
人
を
超
え
る

規
模
の
集
会
を
開
く
。
協
会

で
は
１
０
０
人
の
参
加
を
目

標
に
す
る
。
会
員
だ
け
で
な

く
家
族
や
診
療
所
従
業
員
こ

ぞ
っ
て
の
参
加
を
呼
び
か
け

る
。

　

医
療
問
題
を
患
者
・
市
民

に
直
接
訴
え
る
た
め
、
医
科

・
歯
科
協
会
で
、
毎
週
１
回

水
曜
日
の
午
後
５
時
45
分
か

ら
３
分
30
秒
の
Ｃ
Ｍ
を
流
し

て
い
る
。
医
科
版
は
９
月
か

ら
、
歯
科
版
は
12
月
か
ら
始

ま
る
。
小
澤
力
政
策
担
当
副

理
事
長
を
中
心
に
広
報
委
員

会
で
企
画
し
て
い
る
。

　

会
務
運
営
で
は
、
来
年
５

月
16
日
に
評
議
員
会
、
24
日

に
総
会
を
開
く
こ
と
を
決

め
、
方
針
案
づ
く
り
や
役
員

改
選
な
ど
の
準
備
に
入
っ
て

い
く
。

　

協
会
も
参
加
す
る
大
阪
府

民
要
求
連
絡
会
は
９
月
19

日
、
大
阪
府
の
定
例
９
月
議

会
の
開
会
日
に
あ
わ
せ
て
、

「
福
祉
・
教
育
・
文
化
を
切

り
捨
て
る
な
」「
無
駄
な
大

型
開
発
を
や
め
て
財
政
再
建

を
」
と
府
民
集
会
を
開
き
、

約
３
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

医
療
の
現
場
か
ら
の
参
加

者
は
、「
４
医
療
費
助
成
制

度
の
改
悪
で
窓
口
負
担
が
増

え
る
と
受
診
抑
制
が
起
こ

る
」
と
訴
え
た
。
集
会
後
参

加
者
は
、
無
駄
な
大
型
開
発

の
中
止
や
府
民
施
策
の
充
実

を
求
め
て
デ
モ
行
進
し
た
。

　

「
人
が
一
番
印
象
に
残
る

の
は
55
㌫
が
表
情
、
38
㌫
が

言
葉
の
調
子
・
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン
、
７
㌫
が
言
語
そ
の

も
の
」――

。協
会
の
北
河
内

地
区
が
９
月
21
日
、
大
阪
市

内
で
開
い
た
「
洗
練
さ
れ
た

接
遇
・
電
話
応
対
」
で
講
師

の
西
出
知
子
氏
（
接
遇
マ
ナ

ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）は
、

患
者
が
来
院
し
た
時
の
接
遇

の
重
要
性
と
、
相
手
が
見
え

な
い
電
話
応
対
の
大
切
さ
を

強
調
し
た
。
歯
科
医
師
・
ス

タ
ッ
フ
ら
80
人
が
接
遇
・
電

話
応
対
の
基
本
を
学
ん
だ
。

　

西
出
氏
は
、「
相
手
の
立

場
に
立
っ
て
そ
の
人
が
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
し
て
欲
し
い

の
か
、
何
を
求
め
て
い
る
の

か
気
づ
か
う
こ
と
、
目
を
配

る
こ
と
で
あ
る
」
と
接
遇
の

大
切
さ
を
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
特
に
身
だ
し
な
み

に
気
づ
か
っ
て
欲
し
い
と
指

摘
、
院
長
か
ら
言
い
づ
ら
い

場
合
は
「
身
だ
し
な
み
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
作
成
し
て

お
く
と
良
い
と
ア
ド
バ
イ
ス

さ
れ
た
。

　

研
修
は
、
あ
い
さ
つ
、
笑

顔
、
言
葉
づ
か
い
、
お
辞
儀

の
角
度
な
ど
を
説
明
、
電
話

で
の
名
乗
り
を
全
員
で
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
目
か

ら
ウ
ロ
コ
」「
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
ン
グ
は
た
め
に
な
っ
た
。

学
術
だ
け
で
な
く
ス
タ
ッ
フ

講
習
会
を
今
後
も
開
催
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。
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「
補
綴
外
し
」発
言
に
抗
議

総
選
挙
対
策
な
ど
歯
科
医
療
改
善
で
討
議

北河内地区
接遇研修会

第
一
印
象 

表
情
55
㌫ 

言
葉
38
㌫

西
出
氏　

相
手
見
え
な
い
電
話
応
対
の
大
切
さ
強
調

電話での名乗りをロールプレイする
参加者＝９月21日、大阪市内　　　

　

協
会
の
北
大
阪
地
区
は
９

月
14
日
、
吹
田
市
千
里
南
公

園
で
開
か
れ
た
「
吹
田
よ
っ

と
い
で
祭
」
で
無
料
歯
科
健

診
を
実
施
、
歯
科
医
師
７
人

の
ほ
か
、
12
人
の
歯
科
衛
生

士
ら
が
出
務
し
た
。

　

同
祭
は
今
年
で
26
回
目
を

む
か
え
、
吹
田
よ
っ
と
い
で

祭
実
行
委
員
会
（
実
行
委
員

長
は
医
科
協
会
の
坂
口
道
倫

副
理
事
長
）
を
中
心
に
、
吹

田
市
・
吹
田
市
教
育
委
員
会

・
吹
田
市
自
治
会
連
合
協
議

会
・
吹
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
後
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
市
民
団
体
に
支
え
ら
れ
て

お
り
、
今
年
は
４
万
５
千
人

が
来
場
し
た
。
健
診
に
は
５

０
０
人
が
受
診
し
た
。

　

健
診
の
隣
の
ブ
ー
ス
に
は

健
康
に
つ
い
て
の
夢
を
話
す

企
画
「
ド
リ
ー
ム
カ
フ
ェ
」

を
設
置
し
、
診
療
所
で
は
な

い
場
所
で
自
身
の
健
康
に
つ

い
て
話
せ
る
場
と
し
た
。

　

親
子
連
れ
の
参
加
者
が
目

立
ち
、
お
母
さ
ん
が
「
遊
び

に
行
く
前
に
診
て
も
ら
い
な

さ
い
」
と
テ
ン
ト
前
で
子
ど

も
に
説
明
す
る
光
景
な
ど
が

見
受
け
ら
れ
た
。
出
務
し
た

歯
科
医
師
は
丁
寧
に
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
。

　

受
診
者
に
は
、「
よ
り
良

く
食
べ
る
は
よ
り
良
く
生
き

る
」
パ
ン
フ
な
ど
を
提
供

し
、
大
阪
府
の
「
４
医
療
費

公
費
負
担
助
成
制
度
の
見
直

し
の
中
止
を
求
め
る
署
名
」

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

よっといで祭で歯科健診
北大阪地区

過去最高の500人が受診

子どもらの受診でにぎわう健診会場
＝９月14日、吹田市内　　　　　　

府
民
要
求
連
絡
会

府
議
会
開
会
日
に
集
会

民
・
患
者
の
願
い
に
反
す
る

道
を
選
択
す
れ
ば
、
国
民
の

信
頼
を
失
う
の
み
な
ら
ず
、

本
来
、
保
険
給
付
の
範
囲
拡

大
な
ど
、
歯
科
医
療
改
善
で

連
帯
で
き
る
国
民
を
敵
に
変

え
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
歯

科
医
療
の
危
機
は
加
速
し
、

再
生
な
ど
不
可
能
に
な
る
だ

ろ
う
。
国
民
の
要
求
に
よ
り

沿
い
、
共
に
道
を
歩
む
こ
と

が
歯
科
医
療
改
善
へ
の
最
善

・
最
良
の
道
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
も
が
安
心
し

て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
歯

科
医
療
の
実
現
を
目
指
す
立

場
か
ら
江
藤
氏
の
「
補
綴
の

保
険
外
し
」
発
言
に
対
し
、

強
く
抗
議
す
る
と
共
に
、
今

後
も
、
誰
も
が
安
心
し
て
受

診
で
き
る
保
険
で
良
い
歯
科

医
療
の
実
現
を
目
指
し
て
全

力
を
尽
く
す
決
意
で
あ
る
。

２
０
０
８
年
９
月
13
日

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会

�

第
17
回
理
事
会

　

９
月
２
日
の
『
日
刊
歯
科

通
信
』
で
日
本
歯
科
医
学
会

の
江
藤
一
洋
会
長
が
、
７
月

に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
日
本

歯
科
医
療
管
理
学
会
学
術
大

会
の
「
歯
科
医
療
再
生
の
道

を
さ
ぐ
る
」
と
題
し
た
講
演

で
、
補
綴
を
保
険
か
ら
外
す

旨
を
発
言
し
、
日
歯
会
長
に

厳
重
注
意
を
受
け
た
こ
と
が

報
道
さ
れ
た
。

　

補
綴
は
、
咀
嚼
機
能
を
維

持
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
歯

科
医
療
の
根
幹
を
な
す
処
置

で
あ
り
、
国
民
の
健
康
維
持

や
増
進
、
生
活
に
と
っ
て
か

か
せ
な
い
。
補
綴
を
保
険
か

ら
外
せ
ば
、
国
民
の
健
康
や

生
活
へ
の
影
響
は
甚
大
な
も

の
に
な
る
こ
と
は
疑
い
な

い
。

　

度
重
な
る
医
療
制
度
改
悪

や
、
格
差
社
会
の
広
が
り

は
、
患
者
の
歯
科
受
診
を
著

し
く
阻
害
し
て
い
る
。
既
に

経
済
的
な
理
由
か
ら
補
綴
治

療
を
断
念
す
る
事
態
や
、
受

診
さ
え
で
き
な
い
患
者
が
多

数
生
ま
れ
て
い
る
。
補
綴
を

保
険
か
ら
外
せ
ば
、
歯
科
医

療
の
根
幹
を
一
部
の
経
済
負

担
が
で
き
る
患
者
し
か
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

　

国
民
の
「
保
険
で
良
い
歯

科
医
療
を
提
供
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
願
い
は
ま
す
ま

す
強
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の

願
い
に
背
を
向
け
た
歯
科
医

療
の
改
善
な
ど
あ
り
え
な

い
。
も
し
歯
科
界
自
ら
が
国

理
事
会
で
採
択
さ
れ
た

江
藤
会
長
へ
の
抗
議
声
明

患
者
・
国
民
の
願
い
に
背
く

日
本
歯
科
医
学
会
会
長
の

「
補
綴
外
し
」
発
言
に
強
く

抗
議
す
る

吹田市・高槻市・交野市・田尻
町議会で採択された意見書　　


